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研究成果の概要（和文）：加工性の低いAu-5Pt-8Nb合金をスウェージング加工することで，加工中の割れを抑制して線
材を作製することに成功した。一方，加工中に微量不純物元素を吸収して磁化率がやや上昇するため，組成をAu-5Pt-7
Nbに変更した。この合金線材は，熱処理により引張強さと伸びのバランスを，540MPa・25%から630MPa・13%まで変化さ
せることができた。動脈瘤クリップの試作では，焼鈍により軟化させた線材を成形後，時効硬化処理を行うことでクリ
ップに必要な閉鎖力を確保できた。一方，クリップのループ部でアーチファクトが生じることがわかり，ループを用い
ないクリップデザインが必要とわかった。

研究成果の概要（英文）：Workability of Au-5Pt-8Nb alloy ingot was insufficient and they showed serious 
cracks after cold-rolling. However, Au-5Pt-8Nb alloy wire was successfully produced using swaging 
process. Since the magnetic susceptibility of wire was slightly increased from Au-5Pt-8Nb ingot due to 
potential impurity elements absorbed during swaging process, the alloy composition was modified to 
Au-5Pt-7Nb. The ultimate strength/elongation of the wire could be changed from 540 MPa/25% to 630 MPa/13% 
using heat treatment. A prototype aneurysm clip could be produced from annealed soft wire. After aging 
treatment, the prototype clip showed the closing force required. Magnetic resonance image of the clip 
indicated that significant artifact was occurred around coil section of the clip. This artifact suggested 
that improvement of coil design was required to produce an artifact free clip.

研究分野： 生体材料工学
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なケースが出てくると予想される。また、近
年注目を集めている磁気共鳴血管画像法
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難であることなど、アーチファクトが生じな
い金属製デバイスの必要性は高い。
金属製デバイスと周囲の生体組織

率が同じであれば，
アーチファクトは生じない。生体組織の磁化
率は水の磁化率
に近似しているので，
示す金
究代表者らは、既知のアーチファクトフリー
合金である
質を示
Au-xPt

 
２．研究の目的
 Au
で ア ー チ フ ァ ク ト フ リ ー で あ り
Au-5Pt
よりも最大で約
ら、より高い機械的性質を必要とするデバイ
スでの使用が可能であると考えられ
し，様々な形状
加工性
強い合金、より
バイスに
る合金を開発すること
では、合金の微細組織を制御することで、加
工性の向上と、機械的性質の制御を行うこと
を目的と
（500
加工が可能な合金
ン合金（代表例：
強さを示す合金，
（代表例：
金，の
 
３．研究の方法
 微細構造制御には，加工によるものと元素
添加によるものがある。
Rh の添加により組織が微細化し，加工性が向
上するものが多いことから，この２元素の効
果を調べたが，特に
が強くなることがわかり，改善手法には適さ
なかった。そこで，強加工による組織微細化
を図り，スウェージング加工によりインゴッ
トから線材を作製できることを見出した。
の手法により作製した線材に種々の熱処理
を加え，強度と伸びのバランスを評価した。
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では大きなアーチファクトが生じ，特にアー
ファクトが生じやすいグラジエントエコ

確認できない。
一方，試作クリップは，スピンエコー法では

クリップと同等サイズのアーチファクトが
生じているが，クリップ
あっ
先端部ではクリップの位置が確認できる程
度のアーチファクトに留まっている。しかし，
クリップの根本
きなアーチファクトが生じており，アーチフ
ァクトフリーとは言い難い。このコイル部の
顕著なアーチファクトは，
晒されたループ部で誘導電流が生じ，その電
流が磁界を生成するために生じるアーチフ
ァクトと推定される。市販クリップでも同様
の現象が生じていると推定されるが，顕著な
磁化率アーチファクトに隠れてしまい確認
されていないと
がほぼアーチファクトフリーであるが故に
問題となるものであり，その解消にはクリッ
プデザインの変更など，異なるアプローチの
解決策を講じる必要がある。
 コイルの試作時には合金線を焼鈍状態で
成形する必要があり，そのままではクリップ
の閉鎖力
時効硬化
閉鎖力は市販クリップと同等レベルとなっ
た。したがって，
とで
脳動脈クリップと同等の性能を示す
ファクトフリー・
ると結論された。
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成形する必要があり，そのままではクリップ

が低すぎるため，クリップ成形後に
処理を行うことで，試作クリップの

閉鎖力は市販クリップと同等レベルとなっ
た。したがって，Au-5Pt-7Nb

6Al-4V 合金で作製されている
脳動脈クリップと同等の性能を示す
ファクトフリー・クリップの作製が可
と結論された。 
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